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は
じ
め
に

野
口
英
世
は
、
明
治
三
十
二
年
一
月
に
ク
レ
メ
ン
ス
・
フ
ォ

ン
・
カ
ー
ル
デ
ン
著
の
「
病
理
学
的
細
菌
学
的
検
究
術
式
綱
要
」

（
以
下
「
綱
要
逵
を
渡
部
鼎
・
野
口
英
世
慕
訳
と
し
て
出
版
し
て

い
る
が
、
そ
の
原
書
に
関
し
て
は
従
来
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。

野
口
は
、
明
治
二
十
九
年
十
月
に
医
術
開
業
前
期
試
験
に
合

格
し
た
後
済
生
学
舎
に
通
い
、
翌
明
治
三
十
年
十
月
に
後
期
試

験
を
合
格
し
、
同
十
一
月
に
順
天
堂
医
院
、
明
治
三
十
一
年
四

月
伝
染
病
研
究
所
、
明
治
三
十
二
年
六
月
横
浜
海
港
検
疫
所
に

勤
務
し
て
い
る
。
野
口
が
短
期
間
に
医
術
開
業
試
験
に
合
格
し
、

43

野
口
英
世
訳
カ
ー
ル
デ
ン
著
『
病
理
学
的

細
菌
学
的
検
究
術
式
綱
要
』
の
原
書
に
つ

い
て

？
】

へ
ｊ

殿
崎
正
明
・
唐
沢
信
安
・
岩
崎
一

ｎ
日
本
医
科
大
学
図
書
館

幻
唐
沢
医
院
（
日
本
医
科
大
学
）

針
岩
崎
医
院
（
日
本
医
科
大
学
）

そ
の
後
細
菌
学
研
究
に
入
る
基
礎
を
修
得
し
た
と
さ
れ
る
「
綱

要
」
の
原
書
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

材
料
と
方
法

平
成
十
八
年
五
月
出
版
『
野
口
英
世
書
簡
集
Ⅳ
」
（
野
口
英
世

記
念
会
）
の
明
治
二
十
七
年
十
月
一
日
付
小
林
栄
宛
手
紙
に
よ

る
と
、
野
口
に
最
初
に
医
学
を
教
え
た
渡
部
鼎
は
日
清
戦
争
に

出
征
す
る
際
会
陽
医
院
の
留
守
番
を
野
口
に
頼
む
代
わ
り
に
、

彼
が
ア
メ
リ
カ
留
学
中
に
修
め
た
書
籍
を
丸
善
に
注
文
し
て
い

る
の
で
、
渡
部
鼎
の
留
学
先
で
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
図

書
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
目
録
で
著
者
名
を
検
索
し
た
。

次
に
野
口
が
明
治
二
十
九
年
九
月
に
上
京
す
る
迄
の
勉
強
内

容
に
つ
い
て
、
彼
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
学
ん
だ
原
書
を
、
後
に

訳
出
し
た
翻
訳
書
と
対
照
し
な
が
ら
調
べ
た
。

結
果
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
図
書
館
に
カ
ー
ル
デ
ン
の
本
は
四
冊

あ
り
、
そ
の
う
ち
英
語
の
本
は
一
冊
で
英
国
ロ
ン
ド
ン
の
マ
ク

ミ
ラ
ン
社
発
行
の
「
巨
禽
言
房
具
冒
言
昌
品
言
堅
三
ｍ
且
◎
喝
、

ｇ
○
．
く
目
尻
呂
匡
ｇ
鳶
『
出
目
８
．
９
函
．
三
日
①
ご
国
①
月
胃
同

昌
号
目
ヨ
ヰ
◎
目
８
．
昌
耳
の
、
堕
日
⑫
三
日
⑦
房
且
」
（
以
下



日本医史学雑誌第53巻第1号（2007）11］

『
巨
①
吾
○
号
」
）
の
み
で
発
行
年
は
一
八
九
四
年
（
明
治
二
十
七

年
）
で
あ
っ
た
。
本
書
は
、
国
内
で
の
所
蔵
図
書
館
が
確
認
で

き
ず
、
米
国
国
立
医
学
図
書
館
か
ら
複
写
し
て
複
製
本
を
作
成

し
た
。『

綱
要
」
は
、
顕
微
鏡
の
見
方
か
ら
始
ま
り
、
細
菌
の
病
理
学

的
組
織
染
色
・
培
養
、
検
査
法
を
説
き
な
が
ら
細
菌
学
的
解
説

を
述
べ
て
い
る
。
「
第
十
一
章
徽
菌
検
査
法
」
の
項
で
扱
わ
れ
て

い
る
細
菌
の
種
類
は
、
ジ
フ
テ
リ
ア
菌
、
破
傷
風
菌
、
チ
フ
ス

菌
、
梅
毒
菌
、
結
核
菌
、
レ
プ
ラ
菌
、
コ
レ
ラ
菌
、
等
に
及
ん

で
い
る
。

考
察
『
綱
要
」
の
「
第
十
一
章
徽
菌
検
査
法
」
の
項
に
つ
い
て
、

『
三
①
号
且
竺
と
対
応
さ
せ
て
見
て
行
く
と
一
つ
の
疑
問
に
突
き

当
た
っ
た
。
そ
れ
は
、
章
の
見
出
し
毎
に
例
え
ば
「
徽
菌
検
査

法
」
に
は
「
ご
貝
①
刷
肩
官
届
く
○
コ
殿
貢
①
号
邑
」
と
ド
イ
ツ
語

が
併
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
富
①
吾
○
号
」
の
序
文
に
、
原

書
は
「
弓
①
の
彦
己
弄
口
①
局
冨
の
ｇ
さ
四
の
、
声
①
口
ご
貝
①
勗
巨
ｎ
ヶ
匡
己
、

己
画
（
壷
○
一
○
ｍ
宙
の
壷
‐
四
口
色
再
○
国
〕
厨
○
ヶ
①
局
も
『
四
℃
四
吋
四
房
①
｛
口
吋
め
庁
匡
・
弓
①
ご
Ｑ
①

匡
ロ
ロ
ン
民
具
①
、
［
す
ぐ
］
【
四
彦
匡
①
ロ
．
○
一
①
ヨ
①
自
の
ぐ
◎
己
．
昌
唖
④
い
」

（
以
下
「
弓
①
ａ
冒
弄
」
）
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
、

雪
①
ｇ
閏
四
房
（
国
立
情
報
学
研
究
所
）
で
同
書
が
東
京
大
学
医

学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
事
を
確
認
し
、
英
語
版
、
ド
イ

ツ
語
版
と
比
較
対
照
し
て
み
た
。

そ
の
結
果
、
旨
①
窒
胃
氏
染
色
法
の
項
で
、
脱
色
試
薬
を
使

う
代
わ
り
に
、
野
口
は
、
餡
水
一
○
・
○
、
強
硫
酸
二
滴
、

五
％
硝
酸
一
滴
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
放
置
す
る
と
記
述
し
て
い
る

の
に
対
し
て
一
三
の
吾
○
号
」
で
は
、
「
強
硫
酸
二
滴
、
五
％
硝
酸

一
滴
、
謂
水
一
○
・
○
、
」
と
順
番
を
変
え
て
い
る
の
に
対
し
て

「
弓
①
目
己
匡
で
は
野
口
の
訳
出
順
序
と
一
致
し
て
い
た
。
従
っ

て
、
野
口
は
「
綱
要
」
を
英
語
版
「
三
①
ｇ
ｏ
号
」
で
訳
し
出
版

時
に
ド
イ
ツ
語
版
司
の
ｇ
昌
亘
を
も
参
照
し
な
が
ら
訳
出
し

た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

ま
と
め

野
口
は
渡
部
鼎
に
「
三
①
ｓ
ｏ
号
」
で
医
学
を
学
ん
で
い
た
為
に

短
期
間
で
医
術
開
業
試
験
に
合
格
出
来
、
細
菌
学
研
究
に
入
る
事

が
出
来
た
。
そ
の
翻
訳
書
は
、
出
版
時
に
ド
イ
ツ
語
版

。
⑦
。
冒
弄
」
を
も
参
照
し
て
書
か
れ
て
い
る
事
が
推
察
さ
れ
た
。


